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　　実家が酪農家でしたので、物心ついた頃から、実家が酪農家でしたので、物心ついた頃から、
牛の存在が日常でした。高校入学とともに町を牛の存在が日常でした。高校入学とともに町を

　産士地区で生まれ育ち、今に至ります。幼い頃
の記憶として、近くを流れていた天塩川は今と

　天塩生まれの天塩育ちです。中学・高校とバ天塩生まれの天塩育ちです。中学・高校とバ
レー部に所属していました。部活動の後、夕暮レー部に所属していました。部活動の後、夕暮

　生まれも育ちも東京だった私が、東京でエンジニ　生まれも育ちも東京だった私が、東京でエンジニ
アをしていた29歳（平成５年）の時、書店で手にとっアをしていた29歳（平成５年）の時、書店で手にとっ

　小学校１年生の時からバレーボールをやってい　小学校１年生の時からバレーボールをやってい
ます。一昨年から、バレー少年団「天塩フェニッます。一昨年から、バレー少年団「天塩フェニッ

　高校を卒業するまで豊富町で生まれ育ちまし　高校を卒業するまで豊富町で生まれ育ちまし
た。幌延で5年間働いた後、天塩に来て旅館で働た。幌延で5年間働いた後、天塩に来て旅館で働

出ましたが、その頃から、両親が乳質にこだわって搾っていた牛乳を自分の手で加工し魅力的な乳出ましたが、その頃から、両親が乳質にこだわって搾っていた牛乳を自分の手で加工し魅力的な乳
製品を作ることを志していました。短大で酪農について学んだ後、道央のアイスクリーム工房で2製品を作ることを志していました。短大で酪農について学んだ後、道央のアイスクリーム工房で2
年間、その後、本格的なチーズ作りのノウハウを会得するため、道内の全てのチーズ工房を巡り、年間、その後、本格的なチーズ作りのノウハウを会得するため、道内の全てのチーズ工房を巡り、
目指していたチーズ品質と合致した道東の工房で1年半働きながら修行しました。平成23年、実目指していたチーズ品質と合致した道東の工房で1年半働きながら修行しました。平成23年、実
家の牧場脇に工房店舗をオープンしました。乳製品という性質上、衛生管理には苦労が絶えません家の牧場脇に工房店舗をオープンしました。乳製品という性質上、衛生管理には苦労が絶えません
でしたが、新鮮な牛乳で「天塩ならでは」の価値と魅力を作りあげ、伝えていきたいです。でしたが、新鮮な牛乳で「天塩ならでは」の価値と魅力を作りあげ、伝えていきたいです。

違って大きく蛇行し、護岸も無かったので毎年のように水害が発生していました。当時は、畑作が主
流でマメや馬鈴薯を作付けし近くには澱粉工場もありました。昭和39年10月の東京オリンピック
開催に合わせて国道40号が開通し、電線が引かれ電気が来たのを覚えています。人生の歩みととも
に時代が進み生活様式が大きく変遷していく過程を肌で感じた世代だと思います。最近はまちづくり
活動にも参加し、川口遺跡の竪穴住居の屋根葺き替え修繕や和船漕ぎ体験のサポート等、とても貴重
な経験をしました。これからも、地域や社会に貢献できるようことに出来る限り尽力したいですね。

れ時によく友達と河川公園を散歩しながら夕日の写真を撮っていたこと、全道大会に出場したことれ時によく友達と河川公園を散歩しながら夕日の写真を撮っていたこと、全道大会に出場したこと
がとても印象深いです。また、小学生の頃からカルタのクラブに入り、毎年冬に開催される大会にがとても印象深いです。また、小学生の頃からカルタのクラブに入り、毎年冬に開催される大会に
出場していました。カルタを通じていろいろな方との出逢いや友達が増えたことが嬉しかったです。出場していました。カルタを通じていろいろな方との出逢いや友達が増えたことが嬉しかったです。
ここ2年間は新型コロナウイルス感染症で大会の開催は無く残念ですが、次回の大会を楽しみにしここ2年間は新型コロナウイルス感染症で大会の開催は無く残念ですが、次回の大会を楽しみにし
ています。現在は、農協で事務の仕事をして5年目になります。仕事では未だ分からないことも沢ています。現在は、農協で事務の仕事をして5年目になります。仕事では未だ分からないことも沢
山あり、経験を積み重ね、習得して農家さんの日々の力になれるように頑張りたいです。山あり、経験を積み重ね、習得して農家さんの日々の力になれるように頑張りたいです。

た雑誌に天塩町での山村留学移住世帯募集の記事との出逢いが転機となりました。家族での移住を検た雑誌に天塩町での山村留学移住世帯募集の記事との出逢いが転機となりました。家族での移住を検
討するための下見で当時の北産士小学校を訪れた際、子どもたちの生き生きとした姿を見て感動し、討するための下見で当時の北産士小学校を訪れた際、子どもたちの生き生きとした姿を見て感動し、
偶然にも今の職場・仕事とのご縁があり、すぐに移住を決めました。それから29年間、仕事以外で偶然にも今の職場・仕事とのご縁があり、すぐに移住を決めました。それから29年間、仕事以外で
夏はカヌー、家庭菜園での野菜づくり、冬は犬ゾリとこの地ならではの楽しみが出来ました。今では夏はカヌー、家庭菜園での野菜づくり、冬は犬ゾリとこの地ならではの楽しみが出来ました。今では
毎日４kmのジョギングが日課となっており、マラソン大会にも年に数回出場しています。目標は70毎日４kmのジョギングが日課となっており、マラソン大会にも年に数回出場しています。目標は70
歳になった時点でフルマラソン大会を完走し、年代別ランキングで上位に入ることです。歳になった時点でフルマラソン大会を完走し、年代別ランキングで上位に入ることです。

クス」のキャプテンをしています。昨年は、地区予選を勝ち進み全道大会に初めて出場することがクス」のキャプテンをしています。昨年は、地区予選を勝ち進み全道大会に初めて出場することが
できました。バレーは皆が一つになってボールを受けて、追い、打って得点につなげることが楽しできました。バレーは皆が一つになってボールを受けて、追い、打って得点につなげることが楽し
くて面白いです。今年は中学生になりますが、バレーは続けたいです。得意なレシーブをさらに上くて面白いです。今年は中学生になりますが、バレーは続けたいです。得意なレシーブをさらに上
達したいのと、スパイクもどんどん打てるようになりたいです。また、卓球や野球もやってみたい達したいのと、スパイクもどんどん打てるようになりたいです。また、卓球や野球もやってみたい
です。学校の授業では、体育が大好きです。将来の夢は、西田有志選手のような世界で活躍するよです。学校の授業では、体育が大好きです。将来の夢は、西田有志選手のような世界で活躍するよ
うなプロのバレーボール選手になることです。うなプロのバレーボール選手になることです。

き、今年で12年目を迎えます！　小中高とバレーボール部に所属し、小中は水泳もやっていましき、今年で12年目を迎えます！　小中高とバレーボール部に所属し、小中は水泳もやっていまし
た。旅館の仕事は多岐にわたりますが、特に料理には力を注いでいます。天塩にせっかく来ていたた。旅館の仕事は多岐にわたりますが、特に料理には力を注いでいます。天塩にせっかく来ていた
だいたお客様に、旬の海の幸、山の幸を美味しく召し上がっていただき、感動してもらうため、日々、だいたお客様に、旬の海の幸、山の幸を美味しく召し上がっていただき、感動してもらうため、日々、
工夫しています。最近では一眼レフのカメラで写真を撮りはじめました。美しい魅力的な風景や料工夫しています。最近では一眼レフのカメラで写真を撮りはじめました。美しい魅力的な風景や料
理の写真を目指しています。また、今後は自家製のパンづくりにチャレンジしてみたいです。天塩理の写真を目指しています。また、今後は自家製のパンづくりにチャレンジしてみたいです。天塩
の魅力を伝え、感じてもらうことにやり甲斐を感じています。の魅力を伝え、感じてもらうことにやり甲斐を感じています。
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がとても印象深いです。また、小学生の頃からカルタのクラブに入り、毎年冬に開催される大会にがとても印象深いです。また、小学生の頃からカルタのクラブに入り、毎年冬に開催される大会に
出場していました。カルタを通じていろいろな方との出逢いや友達が増えたことが嬉しかったです。出場していました。カルタを通じていろいろな方との出逢いや友達が増えたことが嬉しかったです。
ここ2年間は新型コロナウイルス感染症で大会の開催は無く残念ですが、次回の大会を楽しみにしここ2年間は新型コロナウイルス感染症で大会の開催は無く残念ですが、次回の大会を楽しみにし
ています。現在は、農協で事務の仕事をして5年目になります。仕事では未だ分からないことも沢ています。現在は、農協で事務の仕事をして5年目になります。仕事では未だ分からないことも沢
山あり、経験を積み重ね、習得して農家さんの日々の力になれるように頑張りたいです。山あり、経験を積み重ね、習得して農家さんの日々の力になれるように頑張りたいです。

た雑誌に天塩町での山村留学移住世帯募集の記事との出逢いが転機となりました。家族での移住を検た雑誌に天塩町での山村留学移住世帯募集の記事との出逢いが転機となりました。家族での移住を検
討するための下見で当時の北産士小学校を訪れた際、子どもたちの生き生きとした姿を見て感動し、討するための下見で当時の北産士小学校を訪れた際、子どもたちの生き生きとした姿を見て感動し、
偶然にも今の職場・仕事とのご縁があり、すぐに移住を決めました。それから29年間、仕事以外で偶然にも今の職場・仕事とのご縁があり、すぐに移住を決めました。それから29年間、仕事以外で
夏はカヌー、家庭菜園での野菜づくり、冬は犬ゾリとこの地ならではの楽しみが出来ました。今では夏はカヌー、家庭菜園での野菜づくり、冬は犬ゾリとこの地ならではの楽しみが出来ました。今では
毎日４kmのジョギングが日課となっており、マラソン大会にも年に数回出場しています。目標は70毎日４kmのジョギングが日課となっており、マラソン大会にも年に数回出場しています。目標は70
歳になった時点でフルマラソン大会を完走し、年代別ランキングで上位に入ることです。歳になった時点でフルマラソン大会を完走し、年代別ランキングで上位に入ることです。

クス」のキャプテンをしています。昨年は、地区予選を勝ち進み全道大会に初めて出場することがクス」のキャプテンをしています。昨年は、地区予選を勝ち進み全道大会に初めて出場することが
できました。バレーは皆が一つになってボールを受けて、追い、打って得点につなげることが楽しできました。バレーは皆が一つになってボールを受けて、追い、打って得点につなげることが楽し
くて面白いです。今年は中学生になりますが、バレーは続けたいです。得意なレシーブをさらに上くて面白いです。今年は中学生になりますが、バレーは続けたいです。得意なレシーブをさらに上
達したいのと、スパイクもどんどん打てるようになりたいです。また、卓球や野球もやってみたい達したいのと、スパイクもどんどん打てるようになりたいです。また、卓球や野球もやってみたい
です。学校の授業では、体育が大好きです。将来の夢は、西田有志選手のような世界で活躍するよです。学校の授業では、体育が大好きです。将来の夢は、西田有志選手のような世界で活躍するよ
うなプロのバレーボール選手になることです。うなプロのバレーボール選手になることです。

き、今年で12年目を迎えます！　小中高とバレーボール部に所属し、小中は水泳もやっていまし
た。旅館の仕事は多岐にわたりますが、特に料理には力を注いでいます。天塩にせっかく来ていた
だいたお客様に、旬の海の幸、山の幸を美味しく召し上がっていただき、感動してもらうため、日々、
工夫しています。最近では一眼レフのカメラで写真を撮りはじめました。美しい魅力的な風景や料
理の写真を目指しています。また、今後は自家製のパンづくりにチャレンジしてみたいです。天塩
の魅力を伝え、感じてもらうことにやり甲斐を感じています。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　　

令
和
５
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と

令
和
５
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
迎
え
た
慶
び
と
ご
挨
拶
を
申
し

と
も
に
迎
え
た
慶
び
と
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　

平
成
が
幕
を
閉
じ
る
間
際
に
就
任

　

平
成
が
幕
を
閉
じ
る
間
際
に
就
任

し
、
町
政
を
担
い
早
い
も
の
で
４
年
間

し
、
町
政
を
担
い
早
い
も
の
で
４
年
間

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
ふ
り
か
え

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
ふ
り
か
え

り
ま
す
と
、
山
積
す
る
継
続
課
題
や
公

り
ま
す
と
、
山
積
す
る
継
続
課
題
や
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
就
任

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
就
任

の
翌
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

の
翌
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
人

染
症
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
人

が
集
ま
れ
な
い
こ
と
で「
し
じ
み
祭
り
」

が
集
ま
れ
な
い
こ
と
で「
し
じ
み
祭
り
」

を
は
じ
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
中

を
は
じ
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
中

止
と
な
り
、
老
朽
化
し
た
社
会
福
祉
会

止
と
な
り
、
老
朽
化
し
た
社
会
福
祉
会

館
に
代
わ
る
施
設
や
公
共
施
設
の
移
転

館
に
代
わ
る
施
設
や
公
共
施
設
の
移
転

統
廃
合
に
関
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
直

統
廃
合
に
関
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
直

接
意
見
を
交
え
る
場
を
作
る
こ
と
が
で

接
意
見
を
交
え
る
場
を
作
る
こ
と
が
で

き
ず
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
想
定
さ
れ
て
い

き
ず
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
医
療
業
界
の
変
容
に
よ
る
影

な
か
っ
た
医
療
業
界
の
変
容
に
よ
る
影

響
で
内
科
常
勤
医
の
確
保
は
想
定
外
に

響
で
内
科
常
勤
医
の
確
保
は
想
定
外
に

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
で
き
る
か
ぎ
り

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
で
き
る
か
ぎ
り

町
民
の
皆
様
と
町
政
に
つ
い
て
語
り
、

町
民
の
皆
様
と
町
政
に
つ
い
て
語
り
、

意
見
を
汲
み
た
い
こ
と
か
ら
、
町
内
の

意
見
を
汲
み
た
い
こ
と
か
ら
、
町
内
の

各
種
団
体
、
町
民
有
志
と
の
意
見
懇
談

各
種
団
体
、
町
民
有
志
と
の
意
見
懇
談

を
「
て
し
お
会
議
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ

を
「
て
し
お
会
議
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ビ
デ
オ
通
話
に
て
定
期
的
に
行
っ

イ
ン
ビ
デ
オ
通
話
に
て
定
期
的
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
い
た
た
だ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
い
た
た
だ

い
た
皆
様
か
ら
の
課
題
や
意
見
・
要
望

い
た
皆
様
か
ら
の
課
題
や
意
見
・
要
望

に
つ
い
て
は
関
係
部
署
と
協
議
し
、
迅

に
つ
い
て
は
関
係
部
署
と
協
議
し
、
迅

速
に
対
処
・
改
善
し
、
町
政
に
反
映
さ

速
に
対
処
・
改
善
し
、
町
政
に
反
映
さ

せ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

せ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
備
え

　

ま
た
、
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
、対
策
本
部
と
し
て
の
司
令
塔
、

と
し
て
、対
策
本
部
と
し
て
の
司
令
塔
、

避
難
場
所
と
し
て
機
能
を
確
保
す
る
た

避
難
場
所
と
し
て
機
能
を
確
保
す
る
た

め
、
役
場
庁
舎
耐
震
化
工
事
に
着
手
す

め
、
役
場
庁
舎
耐
震
化
工
事
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
含
む
防

る
と
と
も
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
含
む
防

災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
を
含
め
、

災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
を
含
め
、

町
の
強
靭
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
高

町
の
強
靭
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
高

齢
に
な
っ
て
も
町
内
外
へ
の
移
動
ア
ク

齢
に
な
っ
て
も
町
内
外
へ
の
移
動
ア
ク

セ
ス
を
維
持
確
保
し
て
い
く
た
め
の
、

セ
ス
を
維
持
確
保
し
て
い
く
た
め
の
、

総
合
的
な
地
域
交
通
計
画
が
間
も
な
く

総
合
的
な
地
域
交
通
計
画
が
間
も
な
く

策
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
街
地
区

策
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
街
地
区

に
限
ら
れ
て
い
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

に
限
ら
れ
て
い
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
農
村
地
区
を
含

る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
農
村
地
区
を
含

め
整
備
が
完
了
し
、
順
次
運
用
が
開
始

め
整
備
が
完
了
し
、
順
次
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
生
命
と
暮
ら
し
、
安

　

町
民
の
皆
様
の
生
命
と
暮
ら
し
、
安

心
安
全
な
未
来
を
つ
く
る
施
策
に
関
し

心
安
全
な
未
来
を
つ
く
る
施
策
に
関
し

て
は
、
町
立
病
院
の
内
科
常
勤
医
の
確

て
は
、
町
立
病
院
の
内
科
常
勤
医
の
確

保
実
現
に
向
け
日
々
、
心
血
を
注
ぎ
対

保
実
現
に
向
け
日
々
、
心
血
を
注
ぎ
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
小
中
学
校
教
育
に

応
し
て
お
り
ま
す
。
小
中
学
校
教
育
に

つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ

つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

ル
化
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

未
来
と
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ

未
来
と
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
を
含
め
、

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
を
含
め
、

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
に
よ
る
教
育
イ
ン
フ

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
に
よ
る
教
育
イ
ン
フ

ラ
の
構
築
と
人
材
の
確
保
・
育
成
を
進

ラ
の
構
築
と
人
材
の
確
保
・
育
成
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

め
て
お
り
ま
す
。

　

天
塩
高
校
の
存
続
・
魅
力
化
に
つ
き

　

天
塩
高
校
の
存
続
・
魅
力
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

ま
し
て
は
、
一
昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

地
域
を
理
解
す
る
た
め
の
「
総
合
的
な

地
域
を
理
解
す
る
た
め
の
「
総
合
的
な

探
求
の
時
間
（
地
域
学
習
）」
授
業
へ

探
求
の
時
間
（
地
域
学
習
）」
授
業
へ

の
協
力
支
援
、
高
大
連
携
事
業
や
Ｉ
Ｃ

の
協
力
支
援
、
高
大
連
携
事
業
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
、
公
設
民
営

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
、
公
設
民
営

塾
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
都
市
部

塾
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
都
市
部

と
の
格
差
解
消
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

と
の
格
差
解
消
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業

　

産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業

立
地
の
促
進
に
加
え
、
事
業
承
継
・
創

立
地
の
促
進
に
加
え
、
事
業
承
継
・
創

業
支
援
制
度
を
創
設
し
、
地
域
産
業
の

業
支
援
制
度
を
創
設
し
、
地
域
産
業
の

効
率
的
な
発
展
と
地
域
経
済
・
産
業
振

効
率
的
な
発
展
と
地
域
経
済
・
産
業
振

興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
業
を

興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
業
を

は
じ
め
と
し
た
産
業
分
野
で
の
慢
性
的

は
じ
め
と
し
た
産
業
分
野
で
の
慢
性
的

な
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域

な
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域

の
人
材
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と

の
人
材
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
有
資
格
者
や
民
業
持
続
性
の
確

も
に
、
有
資
格
者
や
民
業
持
続
性
の
確

保
策
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

保
策
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

農
水
産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ

農
水
産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
起
因
す
る
世
界
的
な

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
起
因
す
る
世
界
的
な

穀
物
需
要
の
変
動
に
よ
る
飼
料
・
資

穀
物
需
要
の
変
動
に
よ
る
飼
料
・
資

材
・
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
基
幹
産

材
・
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
基
幹
産

業
で
あ
る
農
畜
産
業
は
危
機
的
な
状
況

業
で
あ
る
農
畜
産
業
は
危
機
的
な
状
況

に
あ
り
、
早
急
な
支
援
策
に
つ
い
て
国

に
あ
り
、
早
急
な
支
援
策
に
つ
い
て
国

や
道
と
も
連
携
し
、
対
応
を
検
討
し

や
道
と
も
連
携
し
、
対
応
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
農
村
部
へ
の
光

て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
農
村
部
へ
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
完
了
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
完
了
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
際
し
、
家
畜

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
際
し
、
家
畜

飼
養
管
理
等
へ
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

飼
養
管
理
等
へ
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ

ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ

る
省
力
化
、
合
理
化
、
生
産
性
の
向
上

る
省
力
化
、
合
理
化
、
生
産
性
の
向
上

を
目
指
し
た
環
境
整
備
へ
の
支
援
を
通

を
目
指
し
た
環
境
整
備
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、
農
家
の
負
担
軽
減
や
後
継
者
対

じ
て
、
農
家
の
負
担
軽
減
や
後
継
者
対

策
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

策
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
３
千
人
を
下
回
り
、
少

　

町
の
人
口
は
３
千
人
を
下
回
り
、
少

子
高
齢
化
が
加
速
す
る
厳
し
い
状
況
で

子
高
齢
化
が
加
速
す
る
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
一
方
で
国
道

す
が
、
一
方
で
国
道
4040
号
・
天
塩
防
災

号
・
天
塩
防
災

事
業
や
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

事
業
や
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
に
向
け
た
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る

備
に
向
け
た
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る

た
め
の
調
査
、
国
直
轄
の
道
路
、
港
湾
、

た
め
の
調
査
、
国
直
轄
の
道
路
、
港
湾
、

農
業
整
備
の
事
業
は
、
道
北
地
域
に
お

農
業
整
備
の
事
業
は
、
道
北
地
域
に
お

い
て
稀
に
見
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま

い
て
稀
に
見
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年

す
。
昨
年
1010
月
に
は
、
旭
川
以
北
最
大

月
に
は
、
旭
川
以
北
最
大

規
模
の
店
舗
面
積
で
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

規
模
の
店
舗
面
積
で
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
チ
ェ
ー
ン
の
「
ツ
ル
ハ
」
が
開
店
し

ア
チ
ェ
ー
ン
の
「
ツ
ル
ハ
」
が
開
店
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
町
に
は
隣
接
地
域

ま
し
た
。
ま
た
、
当
町
に
は
隣
接
地
域

で
唯
一
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
病
院
が

で
唯
一
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
病
院
が

あ
り
ま
す
。
一
次
医
療
を
は
じ
め
、
経

あ
り
ま
す
。
一
次
医
療
を
は
じ
め
、
経

済
、
教
育
、
防
災
な
ど
地
方
の
拠
点
と

済
、
教
育
、
防
災
な
ど
地
方
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
と
機
能
、
人
流
の
確
保
、

し
て
の
役
割
と
機
能
、
人
流
の
確
保
、

事
業
の
承
継
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

事
業
の
承
継
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

生
活
者
・
事
業
者
目
線
で
の
広
域
連
携
、

生
活
者
・
事
業
者
目
線
で
の
広
域
連
携
、

イ
ン
フ
ラ
の
相
互
補
完
な
ど
、
次
世
代

イ
ン
フ
ラ
の
相
互
補
完
な
ど
、
次
世
代

へ
持
続
可
能
な
生
活
圏
の
基
盤
形
成
が

へ
持
続
可
能
な
生
活
圏
の
基
盤
形
成
が

必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
機
運
と
情
勢

必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
機
運
と
情
勢

の
中
、振
興
局
管
内
の
枠
組
み
を
超
え
、

の
中
、振
興
局
管
内
の
枠
組
み
を
超
え
、

子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
い
つ

子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
確
立

ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
確
立

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
機
会
と
捉
え
、

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
機
会
と
捉
え
、

天
塩
町
が
「
西
天
北
地
域
に
お
け
る
拠

天
塩
町
が
「
西
天
北
地
域
に
お
け
る
拠

点
」
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き

点
」
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

指
導
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

指
導
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
迎
え
た
慶
び
と
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
が
幕
を
閉
じ
る
間
際
に
就
任

し
、
町
政
を
担
い
早
い
も
の
で
４
年
間

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
ふ
り
か
え

り
ま
す
と
、
山
積
す
る
継
続
課
題
や
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
就
任

の
翌
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
人

が
集
ま
れ
な
い
こ
と
で「
し
じ
み
祭
り
」

を
は
じ
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
中

止
と
な
り
、
老
朽
化
し
た
社
会
福
祉
会

館
に
代
わ
る
施
設
や
公
共
施
設
の
移
転

統
廃
合
に
関
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
直

接
意
見
を
交
え
る
場
を
作
る
こ
と
が
で

き
ず
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
医
療
業
界
の
変
容
に
よ
る
影

響
で
内
科
常
勤
医
の
確
保
は
想
定
外
に

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
で
き
る
か
ぎ
り

町
民
の
皆
様
と
町
政
に
つ
い
て
語
り
、

意
見
を
汲
み
た
い
こ
と
か
ら
、
町
内
の

各
種
団
体
、
町
民
有
志
と
の
意
見
懇
談

を
「
て
し
お
会
議
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ビ
デ
オ
通
話
に
て
定
期
的
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
い
た
た
だ

い
た
皆
様
か
ら
の
課
題
や
意
見
・
要
望

に
つ
い
て
は
関
係
部
署
と
協
議
し
、
迅

速
に
対
処
・
改
善
し
、
町
政
に
反
映
さ

せ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
、対
策
本
部
と
し
て
の
司
令
塔
、

避
難
場
所
と
し
て
機
能
を
確
保
す
る
た

め
、
役
場
庁
舎
耐
震
化
工
事
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
含
む
防

災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
を
含
め
、

町
の
強
靭
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
高

齢
に
な
っ
て
も
町
内
外
へ
の
移
動
ア
ク

セ
ス
を
維
持
確
保
し
て
い
く
た
め
の
、

総
合
的
な
地
域
交
通
計
画
が
間
も
な
く

策
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
街
地
区

に
限
ら
れ
て
い
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
農
村
地
区
を
含

め
整
備
が
完
了
し
、
順
次
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
生
命
と
暮
ら
し
、
安

心
安
全
な
未
来
を
つ
く
る
施
策
に
関
し

て
は
、
町
立
病
院
の
内
科
常
勤
医
の
確

保
実
現
に
向
け
日
々
、
心
血
を
注
ぎ
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
小
中
学
校
教
育
に

つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

未
来
と
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
を
含
め
、

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
に
よ
る
教
育
イ
ン
フ

ラ
の
構
築
と
人
材
の
確
保
・
育
成
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

天
塩
高
校
の
存
続
・
魅
力
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

地
域
を
理
解
す
る
た
め
の
「
総
合
的
な

探
求
の
時
間
（
地
域
学
習
）」
授
業
へ

の
協
力
支
援
、
高
大
連
携
事
業
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
、
公
設
民
営

塾
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
都
市
部

と
の
格
差
解
消
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業

立
地
の
促
進
に
加
え
、
事
業
承
継
・
創

業
支
援
制
度
を
創
設
し
、
地
域
産
業
の

効
率
的
な
発
展
と
地
域
経
済
・
産
業
振

興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
業
を

は
じ
め
と
し
た
産
業
分
野
で
の
慢
性
的

な
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域

の
人
材
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
有
資
格
者
や
民
業
持
続
性
の
確

保
策
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

農
水
産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
起
因
す
る
世
界
的
な

穀
物
需
要
の
変
動
に
よ
る
飼
料
・
資

材
・
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
基
幹
産

業
で
あ
る
農
畜
産
業
は
危
機
的
な
状
況

に
あ
り
、
早
急
な
支
援
策
に
つ
い
て
国

や
道
と
も
連
携
し
、
対
応
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
農
村
部
へ
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
完
了
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
際
し
、
家
畜

飼
養
管
理
等
へ
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ

る
省
力
化
、
合
理
化
、
生
産
性
の
向
上

を
目
指
し
た
環
境
整
備
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、
農
家
の
負
担
軽
減
や
後
継
者
対

策
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
３
千
人
を
下
回
り
、
少

子
高
齢
化
が
加
速
す
る
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
一
方
で
国
道
40
号
・
天
塩
防
災

事
業
や
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
に
向
け
た
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る

た
め
の
調
査
、
国
直
轄
の
道
路
、
港
湾
、

農
業
整
備
の
事
業
は
、
道
北
地
域
に
お

い
て
稀
に
見
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
10
月
に
は
、
旭
川
以
北
最
大

規
模
の
店
舗
面
積
で
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
チ
ェ
ー
ン
の
「
ツ
ル
ハ
」
が
開
店
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
町
に
は
隣
接
地
域

で
唯
一
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
病
院
が

あ
り
ま
す
。
一
次
医
療
を
は
じ
め
、
経

済
、
教
育
、
防
災
な
ど
地
方
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
と
機
能
、
人
流
の
確
保
、

事
業
の
承
継
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

生
活
者
・
事
業
者
目
線
で
の
広
域
連
携
、

イ
ン
フ
ラ
の
相
互
補
完
な
ど
、
次
世
代

へ
持
続
可
能
な
生
活
圏
の
基
盤
形
成
が

必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
機
運
と
情
勢

の
中
、振
興
局
管
内
の
枠
組
み
を
超
え
、

子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
確
立

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
機
会
と
捉
え
、

天
塩
町
が
「
西
天
北
地
域
に
お
け
る
拠

点
」
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

指
導
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

天塩町長

佐々木 裕之
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

天
塩
町

　
　

町　

長　
　

佐
々
木 

裕
之

　
　

副
町
長　
　

野
崎　

浩
宜

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

町
議
会

　
　

議　

長　
　

菊
地　
　

敏

　
　

副
議
長　
　

横
山　
　

敦

　
　

議　

員　
　

草
刈　

幸
男

　
　

議　

員　
　

後
藤　
　

忍

　
　

議　

員　
　

石
山　

直
継

　
　

議　

員　
　

渡
辺　

修
勝

　
　

議　

員　
　

遠
藤　
　

功

　
　

議　

員　
　

山
本　

春
光

　
　

議　

員　
　

国
奥　
　

強

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

町
立
病
院

　
　

病
院
長　
　

橋
本　

伸
之

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

教
育
委
員
会

　
　

教
育
長　
　

吉
田　

忠

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

農
業
委
員
会

　
　

会　

長　
　

宍
戸　

栄
一

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

選
挙
管
理
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

岸
山 

久
美
子

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

監
査
委
員

　
　

委　

員　
　

友
廣　

昭
二

　
　

委　

員　
　

後
藤　
　

忍

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

岸
山　

清
隆

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
続
く

中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
た

国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
や
円
安
基
調

な
ど
に
よ
り
、
道
民
の
皆
様
の
生
活
や

事
業
者
の
方
々
の
経
営
環
境
に
大
き
な

影
響
が
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、
記
録
的

な
大
雪
に
よ
る
交
通
障
害
や
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ほ

か
、
知
床
沖
で
発
生
し
た
観
光
船
遭
難

事
故
は
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
大

変
痛
ま
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
守
る

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
１
年
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
に
お
い
て
も
、
感

染
症
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
リ
ス
ク

へ
の
対
応
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

北海道知事

鈴木 直道

す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
等
へ
の
対
応
な

ど
足
下
の
影
響
を
緩
和
し
な
が
ら
、
将

来
の
成
長
に
つ
な
が
る
取
組
を
後
押
し

し
、
道
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
安
心
と

本
道
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
困
難
な
状
況

に
あ
っ
て
も
、
北
海
道
の
魅
力
が
広
く

発
信
さ
れ
た
１
年
と
も
な
り
、
北
海
道

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ど
さ
ん
こ

プ
ラ
ザ
」
を
道
外
に
新
た
に
３
店
舗
出

店
し
た
ほ
か
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
「
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２
」
に

は
、
過
去
最
多
の
約
１
万
８
千
人
が
参

加
し
、「
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
北
海
道

２
０
２
２
」
で
は
、
恵
庭
市
の
メ
イ
ン

会
場
を
は
じ
め
全
道
各
地
の
協
賛
会
場

に
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

受
入
額
が
、
個
人
版
・
企
業
版
と
も
、

３
年
連
続
で
全
国
１
位
と
な
っ
た
ほ

か
、
首
都
圏
か
ら
の
本
社
移
転
や
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
な
ど
の
動
き

も
引
き
続
き
活
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
民
の
皆
様
、
そ
し
て
北
海
道
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
か
ら
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
化

や
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
社
会
変
革
の

動
き
の
本
格
化
や
、
世
界
的
な
食
料
需

給
を
巡
る
リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
踏
ま

え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
デ
ジ
タ
ル
」「
食

料
」
の
３
つ
の
分
野
へ
の
対
応
が
よ
り

大
切
と
な
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
脱

炭
素
化
に
向
け
て
は
、
本
道
の
強
み
で

あ
る
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
上
で
、暮
ら
し
や
生
産
性
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
と
い
っ
た
、
次
な
る
成

長
と
そ
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
よ
う
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実
現
に

向
け
て
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
未
来
技
術
を

活
用
し
た
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
ド

ロ
ー
ン
の
実
証
を
進
め
る
な
ど
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
組
を
加
速
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

を
支
え
る
本
道
と
本
州
を
結
ぶ
送
電
と

通
信
の
２
つ
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備

や
、
洋
上
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
拡
大
に
取
り
組
み
、「
北

海
道
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
」
の
実

現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
食
料
安

全
保
障
の
重
要
性
の
高
ま
り
に
対
し
て

は
、
我
が
国
最
大
の
食
料
供
給
地
域
で

あ
る
北
海
道
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一

層
発
揮
で
き
る
よ
う
、
生
産
力
と
競
争

力
の
強
化
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
は
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目

が
集
ま
る
Ｇ
７
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
大
臣
会
合
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
３
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
北
海
道
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
も
開
業
し
ま

す
。
こ
う
し
た
好
機
を
確
実
に
捉
え
、

本
道
の
魅
力
や
強
み
を
国
内
外
に
向
け

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
道
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
直
面

す
る
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
北
海

道
の
価
値
を
一
層
磨
き
上
げ
な
が
ら
、

活
力
あ
ふ
れ
る
北
海
道
の
実
現
に
向
け

て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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コロナ感染症を発症して

病院だより
No.72

　

先
月
、
中
旬
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
２
週
間
ほ
ど
自
宅
療
養
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
に
勤
務
す
る
者

と
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん
と
接
す
る
立
場

な
の
で｢

感
染
し
て
は
い
け
な
い｣｢

感

染
で
き
な
い｣

と
注
意
し
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
３
年
間
、
感
染
す
る
こ
と
な
く
過

ご
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
さ
か
自
分

が
感
染
す
る
な
ん
て
…
…
。
自
己
検
査

キ
ッ
ト
の
陽
性
の
ラ
イ
ン
を
見
た
瞬
間
、

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
母
が
最
初
に
症
状
が

出
て
検
査
を
し
た
所
、
陽
性
で
私
は
濃
厚

接
触
者
と
な
り
、
そ
の
２
日
後
の
こ
と
で

し
た
。
ど
こ
で
感
染
し
た
か
、
辿
っ
た
所

で
何
も
始
ま
ら
な
い
け
れ
ど
、
感
染
力
の

強
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
と
同
時

に
、
私
が
誰
か
に
感
染
さ
せ
て
い
な
い
か

次
々
と
不
安
や
心
配
な
こ
と
が
頭
に
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
症
状
は
発
熱
、
咳
、
痰

の
絡
み
、
の
ど
の
痛
み
、
頭
痛
、
倦
怠

感
、
味
覚
異
常
で
し
た
。
発
熱
は
４
日
間

続
き
、
そ
れ
よ
り
も
辛
か
っ
た
の
は
元
々

喘
息
が
基
礎
疾
患
と
し
て
あ
る
せ
い
か
痰

絡
み
の
咳
が
ひ
ど
く
、
夜
眠
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。「
あ
ー
看
護
師
さ
ん
、

背
中
擦
っ
て
欲
し
い
な
」
身
体
が
だ
る
く

て
向
き
を
変
え
る
の
も
辛
く
て
「
看
護
師

さ
ん
、
身
体
の
向
き
変
え
て
欲
し
い
よ

…
…
」
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
欲
し
い
。
夜
辛

い
と
不
安
は
募
り
「
今
後
、
症
状
が
重
く

な
ら
な
い
か
？
」
と
自
宅
療
養
で
は
ど
ん

ど
ん
不
安
は
膨
ら
ん
で
い
く
の
で
す
。
私

は
喘
息
の
他
、
潜
在
性
結
核
感
染
症
で
も

あ
り
ま
す
。
生
き
て
い
る
間
、
ほ
ぼ
発
症

し
な
い
と
理
解
し
て
い
て
も
免
疫
が
低
下

し
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
稀
に
菌
が
活
動

性
に
な
り
、
結
核
症
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。「
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
…
…
」
身
体
は
思
う
よ
う
に
動

か
な
い
の
に
脳
だ
け
は
活
動
し
て
い
る
。

夜
が
明
け
て
症
状
が
軽
く
な
っ
て
い
な
い

と
不
安
が
優
勢
。
そ
ん
な
不
安
の
塊
で
過

ご
し
て
い
る
間
、
救
っ
て
く
れ
た
の
は
職

場
の
仲
間
と
家
族
、
友
人
で
し
た
。
沢
山

の
励
ま
し
の
言
葉
や
差
し
入
れ
。
笑
い
袋

や
懐
か
し
い
サ
ク
マ
式
ド
ロ
ッ
プ
等
な

ど
、
ど
れ
だ
け
元
気
を
も
ら
え
、
励
ま
さ

れ
た
か
…
…
。
人
の
繋
が
り
の
中
で
「
生

か
さ
れ
て
い
る
自
分
」
に
幸
せ
を
感
じ
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。『
人
は
繋
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
、

生
か
さ
れ
て
い
る
』
と
い
う
事
を
実
感
で

き
た
自
宅
療
養
期
間
で
し
た
。
ま
た
こ
の

期
間
中
、
自
分
を
振
り
返
る
時
間
を
持
つ

こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
永
い
間
看
護
師
と

し
て
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
『
手
当
て
』

と
は
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
い
、
手
を

当
て
て
触
れ
、
状
態
や
気
持
ち
を
推
し
量

る
こ
と
だ
と
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
こ
と

で
感
じ
た
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
は

長
引
く
症
状
に
心
を
折
ら
れ
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
自
宅
療
養
中
に
独
り
で
居
る
こ

と
に
よ
り
不
安
や
孤
独
感
に
苛
ま
れ
、
社

会
復
帰
が
遅
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
日
常
生
活
の
中
で
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
声
を
掛
け

合
っ
て
楽
し
く
生
活
し
て
い
な
く
て
は
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
尊
敬
す
る
故
・

日
野
原 
重
明
医
師
の
「
今
日
す
べ
き
こ

と
を
精
一
杯
！
」
の
本
の
中
に
『
患
者
に

触
れ
る
と
か
、
事
件
に
触
れ
る
と
か
、
あ

る
い
は
自
分
が
病
気
に
な
る
と
か
、
そ
う

い
う
あ
ら
ゆ
る
体
験
を
通
し
て
人
間
は
発

達
成
長
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
と
は

自
分
で
自
分
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
』
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。
来

年
２
０
２
３
年
は
自
分
で
自
分
を
開
発

で
き
る
こ
と
を
目
標
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

２
０
２
３
年
、
新
し
い
一
年
が
、
町
民
の

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
心
豊
か
に
笑

顔
で
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
病
院
職
員
を
み
な
さ
ま

の
側
に
寄
り
添
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
新
し

い
一
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。（

文
責　

看
護
師　

佐
々
木 

千
代
子
）
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冬の血圧変動
～入浴時のヒートショックにご注意！～

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
の
時
期
、
普
段
血

圧
を
測
っ
て
い
る
方
は
暖
か
い
時
期
に
比
べ

変
動
が
大
き
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
急
激
な
気
温
の
変
化
に
よ
り

血
圧
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
で
、
血
管
が

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
心
臓
や
脳
の
疾
患
を
起

こ
す
こ
と
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま

す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
や
す
い
環

境
の
代
表
が
「
入
浴
時
」
で
す
。
入
浴
中
の

死
亡
者
数
の
推
計
は
年
間
１
万
９
千
人
と
さ

れ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
の
交
通
事
故
死
亡

者
数
２
８
３
９
人
と
比
較
す
る
と
、
決
し
て

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
今
回
は
そ
の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
方

・
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
る
方

・
高
血
圧
の
方

・
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
の
方

・
肥
満
の
方

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
あ
る
方

・
不
整
脈
が
あ
る
方

　

暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
脱
衣
所
や
浴
室
に

入
っ
た
と
き
に
血
圧
が
急
上
昇
す
る
こ
と

で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
出
血
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寒
い
脱
衣
所
か
ら
急
に
熱
い
お
風

呂
に
浸
か
る
場
合
で
も
、
血
圧
が
急
降
下
し

失
神
を
起
こ
す
こ
と
で
溺
死
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

①
食
事
の
直
後
や
飲
酒
時
の
入
浴
を
控
え

る
：
食
事
を
摂
っ
て
す
ぐ
や
飲
酒
時
、薬（
睡

眠
薬
な
ど
）
の
服
用
後
に
入
浴
す
る
と
、
血

圧
が
下
が
り
意
識
障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
食
後
は
１

時
間
以
上
空
け
て
か
ら
入
浴
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
脱
衣
所
と
浴
室
を
暖
か
く
す
る
：
急
激
な

温
度
の
変
化
を
避
け
る
た
め
に
、
入
浴
前
に

脱
衣
所
を
暖
房
器
具
で
暖
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
浴
槽
に
お
湯
を
入
れ
る
際
に
数

分
間
高
い
位
置
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
で
給
湯
し
た

り
、
浴
槽
の
蓋
を
開
け
て
お
く
こ
と
で
蒸
気

に
よ
っ
て
浴
室
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
お
風
呂
の
温
度
を
低
め
に
設
定
す
る
：
お

湯
の
温
度
が
42
℃
以
上
に
な
る
と
心
臓
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
41
℃
以
上
に
な
る
と
浴

室
で
の
事
故
が
増
え
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

た
め
、
38
～
40
℃
に
設
定
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
た
、
浴
槽
に
入
る
際
は
手
や

足
な
ど
心
臓
に
遠
い
場
所
に
お
湯
を
か
け
て

身
体
が
慣
れ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
入
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
ゆ
っ
く
り
と
お
風
呂
か
ら
出
る
：
お
湯
に

浸
か
っ
て
い
る
間
は
血
管
が
緩
み
、
血
圧
が

下
が
り
ま
す
。
そ
の
状
態
で
急
に
立
ち
上
が

る
と
脳
ま
で
血
液
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、

め
ま
い
や
失
神
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す

危
険
が
高
い
方

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

め
、
お
風
呂
か
ら
出
る
際
は
ゆ
っ
く
り
立
ち

上
が
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
血
圧
の

薬
を
服
用
し
て
い
る
方
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

入
浴
場
面
以
外
で
も
、
暖
か
い
室
内
か
ら

寒
い
廊
下
や
外
に
出
る
、
寒
い
ト
イ
レ
に
入

る
場
合
な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
予
防
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
自
分

の
血
圧
が
ど
れ
く
ら
い
か
知
っ
て
お
き
、
い

つ
も
よ
り
高
い
、
ま
た
は
低
い
と
き
に
注
意

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会

に
自
分
の
血
圧
を
測
る
習
慣
を
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。分類 収縮期血圧 拡張期血圧

正常血圧 115未満 ／ 75未満
正常高値血圧 115～124 ／ 75未満
高値血圧 125～134 ／ 75～84
Ⅰ度高血圧 135～144 ／ 85～89
Ⅱ度高血圧 145～159 ／ 90～99
Ⅲ度高血圧 160以上 ／ 100以上

家庭血圧の基準値 高血圧治療ガイドライン 2019
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

1月 1 《振替休日》 2 3 4 5 6 7
●町民スキー場オープン ●役場仕事始め

●天塩町賀詞交換会
［ 社 会 福 祉 会 館 ］

17 時 15 分～

8 《成人の日》 9 10《町内回覧日》 11 12 13 14
+ 循環器内科外来
☆おでかけサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時
●運転免許更新時講習
［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・ 初回　10 時
・ 優良　13 時
・ 一般　13 時 45 分
・ 違反　15 時

●運転免許更新時講習
［幌延町消防署2階］
・ 優良　18 時 30 分

+ 眼科外来 ●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ 21］
・ 優良　13 時

15 16 17 18 19 20 21
○雄信内保育所開放
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○こども園開放
○中学校・高校始業
式

○小学校始業式
☆しゃっきりサロン

［てしお温泉夕映］
13 時～ 14 時

☆いきいきサロン
［ 雄 信 内 支 所 ］

10 時～ 12 時

+ 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○ 1 歳 6 ヶ月健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

22 23 24《町内回覧日》 25 26 27 28
+ 眼科外来 ☆いきいきサロン

［老人福祉センター］
① 9 時 30 分～
② 13 時～

+ 産婦人科外来

29 30 312月 1 2 3 4
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

令和 5 年令和 5 年  　  　月月11

・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・１月の回覧日は 11 日と 25 日です。
・あいあいクラブ ･･･こども園▶火～木
・あいあいクラブ ･･･雄 信 内▶月

令和 5 年令和 5 年  　  　月月

1/31
今月の納税

・固定資産税（5期）
・国民健康保険税（8期）

町民スキー教室（5 ～ 6 日）
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マ
チ
の
伝
言
板

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
令
和
５
年
度
訓
練
生
の
募
集
（
Ｂ

日
程
）
を
行
い
ま
す
。

《
対
象
者
》
障
害
を
お
持
ち
の
求
職
者

《
訓
練
科
目
》
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
・
Ｃ

Ａ
Ｄ
機
械
科
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
総
合
実
務
科

《
願
書
受
付
期
間
》

 

①
令
和
４
年
11
月
18
日
（
金
）
～
令

和
５
年
１
月
16
日
（
月
）

 

②
令
和
５
年
１
月
17
日
（
火
）
～
令

和
５
年
２
月
17
日

 

③
令
和
５
年
２
月
20
日
（
月
）
～
令

和
５
年
４
月
３
日
（
月
）

令
和
５
年
度
訓
練
生

の
募
集
（
Ｂ
日
程
）

働

い

て

い

る

調
理
師
の
皆
さ
ま
へ

《
選
考
試
験
日
》

 

①
令
和
５
年
１
月
23
日
（
月
）

 

②
令
和
５
年
３
月
１
日
（
水
）

 

③
令
和
５
年
４
月
７
日
（
金
）

《
選
考
場
所
》
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

《
試
験
内
容
》
数
学
、
国
語
、
面
接

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
（
５
２
）
２
７
７
４

FAX
０
１
２
５
（
５
２
）
９
１
７
７

ま
た
は
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

　

調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に
従
事

し
て
い
る
調
理
師
は
２
年
ご
と
に
、
12

月
31
日
現
在
の
調
理
従
事
場
所
等
を
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
今
年
は
届
出
の
必
要
な
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
な
調
理
師
と
は
、
次
の

施
設
、
店
舗
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方
で
す
。

・
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、介
護
老
人
保
健
施
設
、

矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
数
人
に
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

・
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ

う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う
ざ
い
製

造
業

　

あ
な
た
が
働
い
て
い
る
地
域
を
担
当

区
域
と
し
て
い
る
北
海
道
全
調
理
師
会

留
萌
支
部（
留
萌
市
開
運
町
３
丁
目「
美

食
酒
家 

司
」）
に
、
令
和
５
年
１
月
15

日
ま
で
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

届
出
用
紙
は
、
北
海
道
全
調
理
師
会

留
萌
支
部
、
留
萌
振
興
局
保
健
環
境
部

保
健
行
政
室
、
天
塩
地
域
保
健
支
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
届
出
も
可
能
で
す
。

　

放
送
大
学
で
は
、
次
の
日
程
で

２
０
２
３
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
出
願
期
間

・
第
１
回
募
集
：
11
月
26
日
～
２
月
28
日

・
第
２
回
募
集
：
３
月
１
日
～
３
月
14
日

■
放
送
大
学
の
ポ
イ
ン
ト

①
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
！ 

学
力
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
：
条
件
を
満
た
せ
ば

学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
す
れ

ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。
大
学
院
も

あ
り
ま
す
。

②
テ
レ
ビ
だ
け
じ
ゃ
な
い
！ 

ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で
も
：
テ
レ
ビ
の

放

送

大

学

入

学

生

募

集

放
送
授
業
を
自
宅
で
学
べ
る
ほ
か
、
学

生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
全
国
の
学
習
セ
ン
タ
ー
・

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
で
も
視
聴
で
き

ま
す
。

③
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す 

半
年
だ
け

の
在
学
も
Ｏ
Ｋ
！
：
一
流
の
講
師
に
よ

る
約
３
０
０
の
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
気
の

心
理
学
を
は
じ
め
、
社
会
か
ら
自
然
ま

で
幅
広
い
分
野
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。

④
負
担
が
少
な
い
授
業
料
が
魅
力
で

す
：
授
業
料
は
テ
キ
ス
ト
費
込
み
で
１

科
目
１
１
，０
０
０
円
（
放
送
授
業
）。

入
学
料
を
含
め
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
費
用

で
学
べ
ま
す
。
ま
た
半
年
ご
と
に
受
講

す
る
科
目
の
授
業
料
だ
け
を
払
う
仕
組

み
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
資
料
請
求
・
詳
細
◆

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０-

０
８
１
７

札
幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目
（
北
海

道
大
学
構
内
）

☎
０
１
１
（
７
３
６
）
６
３
１
８

　

自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
ヵ
月
後
に
２
等
陸
海
・
空
士
（
任
期

制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
ヶ
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
ヶ
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
ヶ
月
を
１
任
期
（
２
任
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
ヵ
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満

《
受
付
期
間
》
令
和
５
年
１
月
16
日
ま

で

自
衛
官
候
補
生
募
集

《
試
験
科
目
》
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

《
試
験
日
程
》
令
和
５
年
１
月
22
日
、

23
日
（
試
験
会
場
：
旭
川
）

《
合
格
発
表
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

《
入
隊
時
期
》
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７
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マ
チ
の
伝
言
板
／
防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ

　

　上川・留萌地方では、いよいよ本格的な冬を迎え
ました。今回は、「大雪」についてのお話しです。
大雪は、発達した低気圧の通過や冬型の気圧配置の
強まりなどにより、雪雲が次々と同じ地域に入り続
けることで発生します。上川・留萌地方など日本海
側の地方では、概ね 12 月から 1 月にかけての時期
の降雪量が最も多く、年間降雪量のおよそ半分がこ
の時期の降雪量となります。
　大雪に伴う災害は、道路の通行止めをはじめとし
た交通機関への障害、電線などに雪が積もり電柱の
傾斜や電線の切断による停電、雪の重みによる家屋
や樹木の損壊など、私たちの生活に大きな影響を及
ぼします。また、なだれや屋根からの落雪、雪下ろ
し作業中の事故なども発生することがあります。
　令和 3 年 3 月 1 日から 2 日にかけて発達した低
気圧が北海道の南海上を通過しました。この影響で、
上川中部・南部を中心に湿った雪が降り大雪となり、
交通機関等の障害に加え、ビニールハウス等の農業
関係施設が 400 棟以上も倒壊するなど大きな被害
が発生しました。
　気象台では大雪による災害が予想されたとき、大
雪警報や大雪注意報を発表して、皆さんに警戒・注
意を呼びかけています。また気象庁ホームページの

「今後の雪」では、各地域の積雪の状況や 6 時間先
までの予測を見ることができます。出かける前に目
的地までの天気予報を始め、最新の気象情報や道路

の通行止めやライブカメラなどをテレビ、ラジオ、
スマートフォンなどにより確認し行動するようにし
ましょう。大雪が予想され運転が困難だと思われる
ときは、予定の変更や出かけるのを控えましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.
html
気象庁ホームページ「今後の雪」
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

できていますか、暴風雪への備え

2 月号へ掲載を

希望する方は、

1 月 11 日 （水）

までにお知らせください。

総務課企画広報係

掲載を希望される方へ

入
札
資
格
申
請
（
建
設
工

事
・
設
計
等
）
に
つ
い
て

　

天
塩
町
で
は
、
令
和
５
・
６
年
度
に

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
・
設
計
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者

の
資
格
審
査
申
請
を
、
次
の
と
お
り
受

付
い
た
し
ま
す
。

《
受
付
期
間
》令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）

～
２
月
28
日
（
火
）
※
28
日
消
印
有
効

《
受
付
時
間
》
町
内
業
者
が
持
参
さ
れ

る
場
合
、
平
日
９
時
～
12
時
、
13
時
～

17
時

《
提
出
方
法
》
郵
送
の
み
（
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
）。
天
塩
町
内
に
本
社
及
び
事
業

所
が
あ
る
業
者
に
つ
い
て
は
、
持
参
も

可
と
し
ま
す
。

《
送
付
先
》
天
塩
郡
天
塩
町
新
栄
通
８

丁
目
１
４
６
６
番
地
の
１
１
３　

天
塩

町
役
場 

建
設
課

《
提
出
書
類
》

・（
社
）
北
海
道
土
木
協
会 

建
設
工
事

　

広
報
て
し
お
８
月
号
掲
載
の
「
天

塩
國
狂
言
公
演
」
に
つ
き
ま
し
て
、

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
開
催
し
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
市
町

村
統
一
様
式
）

・
納
税
証
明
書
（
国
税
・
道
税
・
町
税
）

・
印
鑑
証
明
書

・
決
算
書
（
直
近
１
年
分
）

・
登
記
簿
ま
た
は
営
業
証
明
書

※
納
税
証
明
書
。
印
鑑
証
明
書
、
決
算

書
は
コ
ピ
ー
可

《
資
格
の
有
効
期
間
》
令
和
５
年
４
月

１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

建
設
課
土
木
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
３
０

※
『
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
』
は
総
務
課
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
全
調
理
師
会

☎
０
１
１
（
５
１
１
）
８
６
３
３

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
地
域

保
健
課

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
１
１
１
（
内

線
２
５-

５
２
６
）

　

ま
た
は
天
塩
地
域
保
健
支
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
お
し
ら
せ

そ
の
他
の
お
し
ら
せ
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　天塩町在住の湯澤昌弘さんがベストボディコンテストに出場
し、予選を通過・ファイナルステージまで進出しました。極限ま

◆お問い合わせ・参加申込先◆スポーツセンター☎（2）1873 もしくは運動教室 LINE

運動教室 LINE

　11 月 18 日、天塩小学校で開催された PTA 連合会にて登壇しました。町
民の方向けに本格的にお話をするのは初めてで、ここはできるだけ「鍼

はり
」と

「灸
きゅう

」をご説明しようと決めました。「鍼は痛いのか？」「灸は熱いのか？」多分、
そこから話が始まるのだろうと考え、私がどう修行したのかを演じてみせまし
た。バケツにギリギリまで水を張り、その水をこぼさないようそこに浮かべた
りんごに鍼を打つ。痛みを避けツボを的確にとらえるために皮膚をおさえる練
習です。その前に、鍼の種類に説明し、さまざまな形があることをお伝えしま
した。昔は寝ている猫を起こさないように鍼を打つ訓練もあったそうです。痛
くない鍼の訓練をしていることを視覚的にお伝えできたの
は緊張感がありとても楽しかったです。
　最後に、冬に向けて「自宅でできる灸」としてペットボ
トルにお湯を入れて体にあてるペットボトル灸を披露し、
どんな温度で（60℃目安です）、どこを温めると（カゼ予
防は肩甲間上部。膏肓という病が入りやすいツボの少し上
です）お灸になるのかを実演しました。副交感神経を刺激
するため、子どもの育みにとても有効なお灸であり、ぜひ
みなさんにもお試しいただきたいお灸です。「ホット専用
のボトルを使ってくださいね」とご説明したとき、その日

いちばん多くの「ほう」というお声を頂きました。
（三國）

で自分を追い込み、磨き上げられたその肉体はとても美しく、細部まで丁寧に仕上げられていました。その完成
度の高さに感動し、その体を作り上げた筋トレのノウハウ・精神論を伝授していただきたく、少しでも皆さんの
体づくりに役立ててもらいたいため、天塩町教育委員会では「限界突破を目指す筋トレ講座」と題し、講師に湯
澤昌弘さんをお招きし、天塩町ファミリースポーツセンターのトレーニング室で、その技術を是非お伝えしても
らいたいと思い企画いたしました。湯澤さんのような、究極ボディを目指さなくとも、これから筋トレをしたい・
筋肉をつけたいという方もトレーニング方法は同じです。効率よくトレーニングをするためにも、是非この機会
に学んでほしいと思っています。限界突破しましょう。お待ちしております。

協
力
隊
通
信
／
運
動
教
室
通
信
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
天
塩
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」
の
小
学
３
～
６
年
生
で
構
成
さ
れ
る

女
子
チ
ー
ム
が
、
９
月
に
苫
前
町
で
開
催
さ

れ
た
留
萌
管
内
地
区
大
会
で
優
勝
し
、
11
月

19
日
に
深
川
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
北

海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流

大
会
」
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
女
子
団
員
10
名
と
松
本 

佳

士
監
督
ら
が
役
場
を
訪
れ
、
佐
々
木
町
長
に

大
会
へ
の
出
場
報
告
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
本 

芽
生
さ
ん（
６

年
生
）
は
「
チ
ー
ム
の
強
み
で
あ
る
攻
撃
力

を
生
か
し
、
１
つ
で
も
多
く
の
ス
パ
イ
ク
を

決
め
て
、
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
少
年

団
・
全
道
大
会
へ

▼全道大会へ出場する女子・少年バレー団員

　

11
月
16
～
18
日
の
３
日
間
、
町
教
育
委
員

会
主
催
の
運
動
教
室
に
て
「
ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
が
行
な
わ

れ
、
30
～
70
歳
代
の
男
女
延
べ
31
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
同
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
米
国
の
ビ

リ
ー･

ブ
ラ
ン
ク
ス
氏
が
考
案
し
た
米
軍

新
兵
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
全
世
界
で
ビ
デ

オ
は
一
千
万
セ
ッ
ト
以
上
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
レ
ッ
ス
ン
映
像
に

合
わ
せ
な
が
ら
、
各
種
の
運
動
を
実
践
。
参

加
し
た
70
歳
代
女
性
は
「
一
人
で
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
皆
と
一
緒
に
運
動
で
き

ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
全
身
の
運
動
を
し
て
、

熱
く
な
り
ま
し
た
」と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ

▼レッスン DVD を見ながらのエクササイズ

　

11
月
11
日
か
ら
14
日
に
わ
た
り
、
東
京
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
70
回
記
念
全
国
青
年

大
会
（
日
本
青
年
団
協
議
会
主
催
）・
剣
道

の
部
（
団
体
戦
）
に
北
海
道
代
表
と
し
て
本

町
の
花
房 

克
樹
さ
ん
（
役
場
産
業
振
興
課

勤
務
）
が
出
場
し
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

花
房
さ
ん
は
、
日
常
勤
務
以
外
の
時
間
で

町
内
の
剣
道
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
後
進

の
団
員
の
指
導
と
育
成
に
努
め
な
が
ら
、
自

ら
の
稽
古
に
励
み
、
今
回
の
栄
冠
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

剣
道
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
団
員
の
育
成

に
努
め
な
が
ら
、
稽
古
に
励
む
一
方
で
、
剣

道
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

北
海
道
代
表
で

出
場
、
準
優
勝
に

▼全国大会で準優勝した花房さん（右）

11月10日～12月11日

　

11
月
14
日
、
地
域
貢
献
を
行
っ
た
事
業
者

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株

式
会
社
メ
イ
ク
（
石
山 

道
徳
社
長
）
は
11

月
に
町
認
定
こ
ど
も
園
「
お
ひ
さ
ま
」
の
園

内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
老
朽
化
し
た
遊
具
２

基
の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。
萌
州
建
設
株
式

会
社
（
留
萌
市
・
畑
中 

修
平
社
長
）
は
10

月
に
鏡
沼
海
浜
公
園
内
の
木
製
の
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
遊
具
と
滑
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
の
塗
装

を
塗
り
直
し
ま
し
た
。
二
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ

佐
々
木
町
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。「
町
の
手
が
行
き
届
き
に
づ
ら
い
箇
所

の
整
備
、
安
全
へ
の
配
慮
、
貢
献
を
い
た
だ

き
、
た
い
へ
ん
有
り
難
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た

遊
具
撤
去
、

塗
装
の
地
域
貢
献

▼感謝状を贈呈された萌州建設㈱（左）と㈱メイク（右）
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11
月
23
日
、
今
年
６
回
目
と
な
る
町
内

外
の
有
志
が
企
画･

運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
フ
ェ
「
テ
ト
テ
・
プ
ラ
ス
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
北
留
萌
消
防
組
合

天
塩
支
署
長
ら
を
講
師
に
招
き
、
救
急
救
命

に
関
す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
の
実
演
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
作
法

や
火
災
や
事
故
、
急
病
、
怪
我
な
ど
に
直
面

し
た
際
の
１
１
９
番
・
消
防
救
急
通
報
を
電

話
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
分
か
り
易
く
解

説
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
会
場
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
を
使
っ
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
づ
く
り
体
験
が

行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
幅

広
い
世
代
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ･
カ
フ
ェ
で

救
命
講
習

▼救命講習での心臓マッサージ作法等について説明

　

11
月
20
日
、
留
萌
管
内
の
有
志
「
オ
ロ
ロ

ン
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
主
催
に
よ
る

講
演
会
が
天
塩
中
学
校
体
育
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
一
熱
い
講
演
家
と
し
て
知

ら
れ
る
大
嶋 

啓
介
氏
（
株
式
会
社
て
っ
ぺ

ん
代
表
取
締
役
・
日
本
朝
礼
協
会
理
事
長
）

を
招
き
２
部
構
成
で
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
１
部
に
は
町
内
外
か
ら
小
中
高
生
と

保
護
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
「
夢
を
叶
え

る
コ
ツ
」
と
し
て
言
葉
の
使
い
方
や
身
体
の

動
か
し
方
、
自
分
の
可
能
性
に
気
付
き
、
可

能
性
に
蓋
を
し
な
い
こ
と
の
大
事
さ
、
夢
を

叶
え
る
た
め
の
メ
ン
タ
ル
の
持
ち
方
に
つ
い

て
実
例
を
紹
介
し
な
が
ら
参
加
者
に
語
り
か

け
解
説
し
ま
し
た
。　

講
演
家
に
よ
る講

演
会

▼会場の天塩中学校での講演会の様子

　

天
塩
中
学
校
３
年
生
の
「
総
合
的
な
学

習
」
の
授
業
で
地
域
の
食
材
を
利
活
用
し
た

新
た
な
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
の
飲
食
店
に
相
談

し
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー
と

料
理
法
を
考
案
し
て
い
ま
し
た
。
11
月
24
日

は
居
酒
屋
店
主
の
西
岡 

直
輝
さ
ん
を
講
師

と
し
て
招
き
、
生
徒
た
ち
に
指
導
を
し
な
が

ら
、
天
塩
産
鮭
を
食
材
と
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー

「
サ
ー
モ
ン
フ
ラ
イ
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト

風
・
春
の
香
り
」「
サ
ー
モ
ン
ム
ニ
エ
ル
・

ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト
風
・
ナ
ツ
メ
グ
の
香

り
」。
12
月
６
日
は
、
居
酒
屋
店
主
の
木
下 

万た
か
は
る栄

さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
鮭
フ
ラ
イ
バ
ー

ガ
ー
」「
鮭
メ
ン
チ
カ
ツ･

ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
」
を
生
徒
へ
調
理
指
導
を
行
い
、
完
成

後
に
試
食
し
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
改
善

を
重
ね
試
食
会
を
開
催
し
、
実
際
に
店
舗
で

提
供
で
き
る
天
塩
産
食
メ
ニ
ュ
ー
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

地
域
食
材
で

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発

▼西岡さんの料理指導を受ける生徒（11 月 24 日）

▶「鮭フライバーガー」（左）と「鮭
メンチカツ・ライスバーガー」（右）

▲「サーモンフライ・ジャーマンポテト風」（左）と「サーモンムニエル・ジャーマンポテト風」（右）

▲木下さんの料理指導を受ける生徒（12 月 6 日）
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天
塩
中
学
校
２
年
生
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
は
、
生
徒
27
名
が
地
域
在
住
・
出
身

の
写
真
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
指
導
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
ポ
ス

タ
ー
製
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
休
み
期

間
中
に
撮
影
し
た
約
千
枚
の
写
真
か
ら
選

び
、
コ
ピ
ー
や
レ
イ
ア
ウ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
生

徒
が
手
が
け
９
グ
ル
ー
プ
毎
に
ポ
ス
タ
ー
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
12
月
６
日
、
発
表
会
コ

ン
ペ
の
前
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て
姉
妹

都
市
の
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ホ
ー
マ
ー
市
の
小

学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
し
、
発
表
内
容
を

英
語
訳
に
て
小
学
生
20
名
に
伝
え
ら
れ
、
感

想
や
質
疑
応
答
に
よ
る
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
７
日
の
発
表
会
コ
ン
ペ
で
は
野
崎
副
町

長
、
吉
田
教
育
長
ら
７
名
が
審
査
員
と
し
て

参
加
し
「
夕
日
の
写
真
を
牛
の
シ
ル
エ
ッ
ト

に
切
り
抜
い
た
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
日
の
発
表
会

の
様
子
は
ホ
ー
マ
ー
市
の
ホ
ー
マ
ー
高
校
に

オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

天
中
生
・
町
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー
製
作

▶最優秀賞に選ばれたポスター（Ｈ班）

▼ポスター発表コンペの様子（12 月 7 日）

▲ホーマー市の小学生に向けて発表し交流（12 月 6 日）

　

天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
令
和
４
年

度
の
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
貢
献
し
た

方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
長
年
、
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
活
動
に
寄
与
さ

れ
た
丸
山 

誠
一
さ
ん
、
天
塩
町
老
人
ク
ラ

ブ
喜
寿
会
会
長
・
連
合
会
副
会
長
と
し
て
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
牽
引
さ
れ
た
古
草 

甚
吉

さ
ん
に
表
彰
状
が
、
寄
付
を
さ
れ
た
㈱
阿
部

組
（
代
表
取
締
役
・
阿
部 

明
）、
㈱
Ｈ
Ｄ
Ｃ

（
代
表
取
締
役
・
西
山 

秀
樹
）、
桑
田 

憲
治

さ
ん
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
12
月

９
日
、
保
健
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
、
丸
山
さ
ん
、
古
草
さ
ん

の
２
名
が
出
席
さ
れ
、
長
瀬 

啓
嗣
会
長
よ

り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
ご
欠
席

さ
れ
た
方
々
に
は
後
日
届
け
ら
れ
ま
し
た
。）

地
域
へ

福
祉
貢
献
で
表
彰

▼（右から）表彰状を授与された丸山さん、古草さん

　

株
式
会
社 

園
田
工
業
所
（
代
表
取
締
役

　

園
田 

宏
幸
）
は
10
月
末
、
損
耗
し
一
部

破
損
し
て
い
た
町
民
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
周
辺

の
木
柵
（
木
製
フ
ェ
ン
ス
）
の
修
繕
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
作
業
に
あ
た
り
、
同
社
は
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
重
機
及
び
オ
ペ
レ
ー
タ
を
派
遣

し
、
１
日
間
で
補
修
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
、
町
役
場
に
て
地
域
貢
献
感
謝
状

が
野
崎
副
町
長
よ
り
同
社
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
副
町
長
は
「
破
損
し
て
い
た
フ
ェ
ン
ス

を
修
繕
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
美
観
と

安
全
性
の
両
方
を
向
上
す
る
こ
と
が
出
来
た

う
え
で
、
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
有
り
難
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
木
柵
補
修

で
地
域
貢
献

▼感謝状を授与された株式会社 園田工業所
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広
報
て
し
お
1
月
号
（
N
O
.786）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http//w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/
●

企
画

・
編

集
　

天
塩

町
総

務
課

企
画

広
報

係
（

〒
098-3398　

天
塩

町
新

栄
通

８
丁

目
　

☎
01632-2-1001）

11 月末
--- 人　口 ----------------
２，８１１ 人  （－ ５）

※（　）内は前月比

㊚１，４１９ 人 （－ ５）

㊛１，３９２ 人 （± ０）
--- 世帯数 ----------------
１，４６５世帯（－ ２）

♪
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の

菅
原
・
菅
野
で
す
。
表
紙
写
真
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
ヅ
ル
。
鶴
は
古
来
よ
り
縁
起
が
良
い
動
物

と
さ
れ
て
お
り
、「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
長
生
き
の
象
徴
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
は
実
際
の
寿
命
は
ど
の
く
ら

い
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

野
性
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
ヅ
ル
の
平
均
寿
命
は
20
～
30
年
、
飼
育
環

境
下
で
最
長
50
年
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
年
と
比
べ
れ
ば
短
く
感
じ
ま
す
が
、
鳥
類

の
中
で
は
長
寿
の
よ
う
で
す
。
一
方
、
亀
の

寿
命
は
と
い
う
と
、
陸
生
の
ゾ
ウ
ガ
メ
の
平

均
寿
命
は
１
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
地
球
上
で
記
録
さ
れ
た
動
物

で
最
も
長
寿
だ
っ
た
の
は
、
北
大
西
洋
で
発

見
さ
れ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ガ
イ
と
い
う
二
枚

貝
で
５
０
７
歳
だ
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、

天
塩
の
特
産
で
あ
る
シ
ジ
ミ
貝
の
寿
命
は
10

年
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
務
課

企
画
広
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

字
天
塩　
　
　

田　

中　
　
　

済　

さ
ん

新
成　
　
　
　

鹿　

野　

ト
シ
子　

さ
ん

旭
川
市　
　
　

平　

島　

敏　

正　

さ
ん

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

新
開
通
10　
　

竹　

腰　

幸　

一　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

北
川
口　
　
　

石　

本　

チ
ヨ
子　

さ
ん

字
天
塩　
　
　

吉　

岡　

和　

子　

さ
ん

新
栄
通
６　
天
塩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様

（
新
成
）

鹿
　
野
　
昭
　
三
　
さ
ん
（
94
歳
）

（
恵
愛
荘
）

平
　
島
　
サ
ツ
子
　
さ
ん
（
85
歳
）

（
新
地
通
６
）

阿　

部　

瑠る

い依　

さ
ん

拓
海
さ
ん
・
春
佳
さ
ん
の
長
女

（
新
地
通
２
）

辻　
　
　

照

人　

さ
ん

岩

崎　

麻

由　

さ
ん

施設・店舗名 年末年始休業
官公庁 役場・雄信内支所 12 月 31 日～１月５日

金
融
機
関

天塩郵便局
ATM

無休（ただし 31 日
は 17 時まで、1 日
～ 3 日は 15 時まで）

貯金・保険・
郵便窓口 12 月 31 日～ 1 月３日

雄信内郵便局
ATM 1 月１日～３日（ただ

し 31 日は 17 時まで）
貯金・保険・
郵便窓口 12 月 31 日～１月３日

るもい農業
協同組合

天塩支所 A T M ・
窓口

12 月 31 日～１月３日
雄信内事業所 12 月 31 日～ 1 月 5 日

北るもい漁業
協同組合天塩支所 窓口 12 月 29 日～１月５日

（予定）
北海道銀行天塩支店 ATM・窓口 12 月 31 日～１月３日

稚内信用金庫天塩支店 窓口 12 月 31 日～１月３日
ATM １月１日

町
内
施
設

雄信内生活改善センター
12 月 31 日～１月５日認定こども園 ・雄信内保育

所・子育て支援センター
老人福祉センター
社会福祉会館 12 月 30 日～１月５日ファミリースポーツセンター
町民スキー場 １月３日オープン予定

てしお温泉 夕映

《温泉》無休（ただし
1月1日は11時から）

《レストラン》12 月
31 日は昼食が休業、
1 月 2 ～ 3 日は夕食
が休業

施設・店舗名 年末年始休業

スガ
タソ
ンリ
ドン

協立石油株式会社 無休
新天塩石油株式会社 １月１日（ただし２日

は 17 時まで）
株式会社水口商店 １月１日
ホクレン天塩セルフ給油所 12 月 31 日午後～１月３日

医
療
機
関 

町立国民健康保険病院 12 月 31 日～１月５日
※救急は受付

峰村歯科医院 12 月 29 日～１月 9 日
てらもと歯科 12 月 29 日～１月３日

交
通
機
関

沿岸バス
☎ 0164（62）4550

《路線バス》
・１月１日は全便運休
・12 月 29 日 ～ １ 月 3
日は一部路線が運休

《特急はぼろ号》
・１月１日の札幌行きは
31 便（天塩発 8:35）と
51 便（天塩発 15:45）、
豊富行きは 111 便（札
幌発 8:00）と 131 便（札
幌発 15:00）が運休
・12 月 28 日 ～ 1 月 5
日は臨時便が運行しま
す。

その他

医療バス 12 月 31 日～１月３日ごみ収集

道の駅てしお

無 休（ た だ し、1 月 7 日
15 時～ 8 日まで清掃およ
びワックスがけのため臨時
休館。トイレ・EV 充電ス
タンドは 24 時間利用可能
です）

※休業日は変更になる可能性があります。あらかじめご了承ください。

臨時便の運行ダイヤは
沿岸バス公式サイトで
ご確認ください。


